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放牧牛の生理生態に関する研究

　　　　　　　　　　　五一1放牧和牛の行動について

　　　　　　　　　　　※　　　’　　　※※
青木晋平。藤光正昭・景山　誠・加藤正信。田畑一良（畜産学研究室）

Shmpel　AOKI，Masaak1FUJIMITU，Makoto　KAGEYAMA，Masanobu　KATO，

　　　　Ich1rδTAHATA　（Laboratory　of　Zootechn1ca1Science）

　　　pψs1o1og1ca1and　Eco1og1ca1Stud1es　on　the　Grazmg　Catt1e

　　　I－1．Grazmg　Beha▽10r　of　Japanese　B1ack　Breed　of　Catt1e．

　　　　　　　　I緒　　．言

　牧野研究の基礎的項目として考えられるものの申に生

態研究があり，その内容としては，環境，植物群落等に

関するものと，家畜その他の生物についてのものとが考

えられる。今までの研究には前者に属するものが多く，

後者の立場からこの問題を取扱つた研究は比較的少い。

特に放牧地における家畜の生態についての調査研究は，

その例数に極めて乏しい。もづとも，欧米においては，

1930年代から，牧野における乳牛や肉牛のGra・mg

behayiOrについては，かなり多くの研究がわこなわれ

ている。本邦におけるこの方面の研究は，従来，馬産地

において多く行なわれ，牛に主体をおいたものは少ない。
　　　　　　　　　　　　（2）
最近に至つて，東北大の裏崎氏等によつて，放牧家畜（黒

毛和種）の行動と檀群にづいて，詳紬な調査が行なわれ

ているにすぎない。

　本県では，申国山脈よりの山間部において，古くから

和午（黒毛和種）の放牧が行なわれているが，これら放

牧地の大半は，長年にわたつて全く放任され，利用上な

んらの施策も構ぜられず，最近では，過放牧の結果，殆

んど荒廃状態を呈しているところもあるようである。一

方，畜産経営上からみた牧野の重要性が，最近，喧伝さ

れるようになつた。牧野利用のための諸研究が必要とさ．

れる所以である。

　以上のような見地から，われわれは本研究に着手した。

今回報告するのは，島根県大田市三瓶町所在の三瓶山北

の原放牧場における／958年度春秋二放牧期の和牛の行動

を調査した結果である。

　なお，本報告を行なうにあたり，終始調査に協力を給

わつた本研究室研修生須田信夫，畜産学専攻学生福本茂

樹，今井慶親，和田豊の諸氏に対し，深甚の謝意を表す

るものである、

　　　　　　　　皿調査地の概況

　調査を行なつた場処は，島根県大田市二瓶町所在の三

瓶山（標高／／26m）山麓に設けられている三瓶山放牧場

（面積約1500ha，標高400m～500m）の一部である北の

原放牧場（面積約300ha申放牧管理面積約85ha，標高480

m～500m）である。当地区の一般気象条件は，年平均気

温13oC，降水量1900mmで，土質は火山灰土，地味は痩

薄である。草地の大部分は，ワラビ，．シバで，その間に，

アカマツ林や，クリ，サルトリイバラ，ハギ，グミ等を

主体にした灌木林が点在している。地形は稿々酉よりに

巾の広い稜線部が南北に走り，東に向つては階段状に三

つの平坦地（長者原，天井原，大水原）と二つの谷部が

あり，西端は一段低い平坦部（琵琶石原）になつている。

（第1図参照）
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　牧野の管理施設としては，牧柵がある程度で，他に簡

単な給塩場（実用に供せず）が一ケ所設けられているだ

けである。給水場も人工的なものはなく，長者原にある

天然池（姫逃池）と，清水原の一部湧水地とが，放牧牛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
の飲水に利用されている程度である。即ち，三井氏の分

類に従えば，檀生上の分類では，シバ型，灌木型の両者

にまたがつており，地形による分類では，高原牧野に入

り，、利用上の分類では，天然牧野に不るものとみてよい

だろう。放牧は，毎年5月／0日～7月／0目の間に行なわれ

る春期と，9月／0日～1／月／0日の間に行なわれる秋期の二

期に分けて行なわれており，放牧家畜は，和午（黒毛和種）

成，覆が主で，放牧頭数は，年及ぴ放牧期によつて異る

が，一放牧期凡そ／50頭ん200頭の範囲である。

　　　　　　　皿　調　査　方　法

　従来．’放牧家蕾の行動解析は，個体別叉は群別に行な

われている。欧米の調査は主として個体を対称にしてお

り，行動形の分類もそれによつて行なわれている。例え
　　　　　　　（6）
ぱ，J　HANcocKは，個体の行動形を，Graz1ng，Ru－

m1nat1㎎，Loaf1ng　Id11ng，Rest1ng　Ly靱g，Work1ng

のア種に分けている。群別に調査したものとしては，黒崎
　（2）

氏等の調査ゲあり；全氏等は，群を対称にした行動形を，

Graz1ng　form，Rest1ng　form一，Supp1ernentmg　form，

M1gratmg　forlmの4形に分類している。われわれは，

一つの群をとらえ，その申での各個体の行動を一定時間

毎に観察記録する方法をとり，行動形は，Graz1ng　fom・

Tab1e　1．

は，ある地点から他の地点に，目晦をもつて移動する時

の状態で，群単位に行なわれることが多かつたが，群申

の一部が移動する場合も認められた。LOafmg　formは，

以上の三形以外の状態を示寺もので，目的なしになんと

なくうろついているもの，発情申のもの及びそれに追随

して行動しているもの，日没後寝場処に落着くまでの間，

立木に体をこすりつけたり，仲間同志でたわむれに角を

こずきあわせているもの等をこれに含めた。Dr1nk1ng

formは飲水申のものである。なお，5つの行動形の他に，

Restig　fOrm申のもので，反窮を行なつているものの数

を，横臥行立のそれぞれ2型に分けて記録した。各行

動形の調査は，春秋両放牧期とも前，後期に分け，各々

3昼夜（72時間）づつ行なつた。調査対称は任意の群と

し，春嘩牧期は，前（5月3／日～6月3日）後（7月4日～ア

月ア日）’期とも3群宛捕そくし，それぞれの群に2名宛配

置して，群申年おける各個体の行動形を，20分間隔で観察

記録した。秋放牧期は，前期（10月8日～10月11日）には

春放牧期と全く同じ方法で行ない，後期（／1月4巨～l1月

7日）、においては，2群について行ない，観察時間’は，昼■

間’（6．00時～18．00時）はク0分間隔，夜間寝場処に落着く

までは同じく20分間隔，寝場処に落着いて後，翌朝寝場

処を離れるまでは，30分～60分間隔とした。観察時間を

20分間隔にしたのは，．この程度の間隔で観察すれば，一

応，連ぞく的観察に近い結果が得られるだろうと考えた

からであり，秋放牧後期に夜間の観察時間の間隔をのば

C1ass1f1cat1on　of　behav1our

Condition Grazing Resting Migrating Loafing Drinking 

F or m 
f orm f orm f orm form f orm 

Eating + 
Migrating + + 
Standing + 
Lying + 
Ruminating + 
Loaf ing + 
Drinking + 
Restmg　form，M1gratmg　form，Loafmg　form，Dr－

mk1ng　formの5形に分類した。各行動形と状態との関

係を示せば第1表のようである、なお，各行動形につい

ては附図を参照されたい。

　各行動形の状態を簡単に説明すると次のようである。

Graz1ng　formは，採食している状態で，この申には，

採食しながら移動している状態のものも含めた。’

Restmg　fomは，採食を止め，横臥（Lymg）叉は庁

位（Standmg）している状態で，この状態の申には，反

拐（Rum1nat1g）も含まれている。M1grat1ng　form

したのは，それまでの観察で，寝場処に落着いてからは，

殆んど牛の動きが認められないことを知つたからであ

る。調査頭数は，捕そくした群の大小によつて，そのつ

ど異なうているが，全調査時の平均調査頭数及びそρ出

現頻度を，／時間々隔になおして，前後期別に示せば，第

2表の通りである。20分間隔の観察を，／時間々隔になお

すなおしかたは，例えば，ア時の観察頭数として，その前

後20分（6時40分とア時20分）の観察頭数と7時丁度の観察

頭数，この3者の観察頭数の平均値をあてるという方法

で行なつた。夜間の観察には，懐申電燈を用いたが，その
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Table 2. Frequency of population in a day 

Noumber 

June 

July 

O ctob er 

November 

<10 

5
 
6
 

1 1 ~15 

14 

10 

19 

17 

16-20 

5
 
15 

1
 

2 1 ~25 

1
 
1
 
o
 
o
 

26-~0 

o
 
o
 
o
 
o
 

51 ~55 

1
 
o
 
o
 
o
 

56-40 

o
 

o
 
o
 

41 < 

5
 
o
 
o
 
o
 

Table 5. Temperatures of observation period 

¥. *. M ay June July October Nobember 
5
1
 1 2 5 4 5 6 7 4 5 6 7 8 9 Io 11 

9 . OOa.m 22 . o 20 5 20.7 20.5 21 .5 25.0 25.0 25.5 16.4 16.4 18.0 17.4 12.4 12.7 15.4 11.9 

Maxirnum 26 . 6 26.1 26.1 27.1 25.4 25.4 27.1 25.1 18.5 17.6 19.0 22.1 14.2, 15.6 17.4 18.2 

Minimum 18.0 15.0 11.5 15.5 20.5 20.7 22.6 21 .5 10 5 9 o lo o 15.6 7.1 7.4 8.0 11.5 
Dif f erence 8.6 11.1 14.6 'I1.6 2.9 4.7 4.5 5.6 8.0 8.6 9.0 8.5 7.1 8.2 9.4 6.7 

Table 4, Summarized figures of Cattl~s behavior in Spriug (percentages were given in average) 

1 st Period 

Time 

1
 
2
 
5
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
'1 o 

1
1
 

12 

15 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 
2
1
 

22 

25 

-24 

Golo 

1
5
 

6
 
1
 
4
 
55 

88 

48 

19 

16 

22 

28 

57 
5
1
 

54 

50 

65 

68 

77 

72 

50 

15 

9
 
6
 
15 

Rest 

ly olo 

80 

87 

98 

92 
5
1
 

4
 
20 
51 ' 

62 

55 

19 
5
1
 

57 

22 

20 
1
1
 

9
 
1
 
22 

70 

84 

84 

78 

st olo 

7
 
7
 
1
 
4
 
15 

7
 
28 
5
1
 

50 

16 

28 

25 

17 

22 

24 

15 

12 

10 

15 

~6 

15 

6
 
6
 
7
 

Rest 
Total 
olo 

87 

94 

99 

96 

44 

8
 
52 
7
1
 
8
1
 

78 

65 

42 

48 

59 

46 

55 

25 

19 

14 

58 

85 

90 

90 

85 , 

Lolo 

1
 
1
 

Molo 

4
 
17 

9
 
2
 

8
 
1
 
1
 
6
 
4
 

9
 
4
 
14 

12 

2
 

4
 

Dolo 

2
 

1
 

1
 

1
 

Rumi 

lyolo 

57 

56 

45 

48 

21 

7
 
2 '1 

45 

55 

42 
2
1
 

22 

~6 

~7 

27 

55 

22 
1
1
 

4
 
27 

75 

75 

5+' 

60 

stolo 

15 

16 

7
 
7
 
5
 -
6
 

'2 
5
1
 

59 

24 

'15 

24 

27 
2
1
 

52 

17 

22 

12 

55 

25 

14 
1
1
 

15 

A
 
. ¥'/ 
"/"~ 

N. 
C. 

14 

14 

14 

14 

14 

12 

20 

53 
4
1
 

47 

45 

22 

20 

19 

18 

16 
1
1
 
1
1
 
1
1
 

12 
1
1
 

15 
1 ~b~ 

15 

2nd Period 

Time 

1
 
2
 
~
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
10 
1
1
 

12 

15 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 
2
1
 

22 

25 

24 

Golo 

1
1
 

12 
1
1
 

2
 
45 

92 

84 

52 

52 

25 

26 

55 

59 

27 

55 

45 

60 

78 

88 

48 

12 

8
 
2
 
6
 

Rest 

ly olo 

6a 
7
1
 

76 

88 

28 

2
 
5
 
14 

20 

55 

55 

42 

24 

40 

54 

50 

19 

5
 
4
 
7
 
55 
6
1
 

82 

70 

st olo 

2
1
 

17 

15 

9
 
19 

2
 
5
 
27 

~7 

58 

29 

18 

50 

29 

25 
2
1
 

12 

15 

5
 
42 

47 

16 

24 

Rest 
Total 
olo 

89 

88 

89 

97 

47 

4
 
8
 4
1
 

57 

75 

62 

60 

54 

69 

57 
5
'
1
 
5
1
 

18 

7
 
49 

82 
9
1
 

98 

94 

Lolo 

1
 
4
 

1
 
1
 
5
 
1
 
7
 
1
 
6
 
2
 
5
 
~
 
4
 
2
 
2
 
1
 
5
 
1
 

Molo 

4
 
6, 

6
 
4
 
1
 
5
 
5
 
1
 

1
 
5
 
2
 
2
 
1
 
1
 

Dolo 

1
 

2
 

1
 

1
 
1
 

Rumi 
lyolo 

69 

65 
6
1
 

60 
5
1
 

1
 
16 

28 

26 

47 

52 

60 

57 

70 

58 

24 
** 
59 

17 

9
 
75 

65 
6
1
 
6
1
 

st olo 

27 

28 
2
1
 

20 

1
 
15 

2
 
17 

46 

42 

62 

47 

56 

54 

24 

57 

50 

16 

7
 2
1
 

6~ 

44 

57 

28 

A. ~ 
N. 
C. 

19 

19 

19 

i9 

20 

17 

16 

la 

20 
2
1
 

16 

15 

14 

12 
1*', 

14 
1, 5 

16 

15 

15 

15 
** 15 

16 

18 

~~ A. .C N == Average Number of Cattle which was observed in each time. 
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Tab1e　5．Summar1zed．f1gures　of　catt16s　behay1or　m　Autu皿n　（Percentages　were　g1yen　m　average）

1st　　　　　　　　Period

T1me

，1

2
3
4
5
6
7
8
9
10
／
1

／2

13

14

／5

16

1ア

18

／9

20

21

22－

23

24

G％

6
9
5
2
2
．30

90

9
1
9
1
58

45

37

33

43－

46

76
9／

58
／4

2
5
2
1
／

Rest

1y％

85

76

89

94

88

37

／3

13

32

49

37

26

10

3
22
64．

アア

90

92

90

St％

8
／4

6
4
／0

13

9
2
4
／6

24

24
／2

／4

20

6
7
37

59
3／

14

6
7
8

Rest
Tota1

　％
’93

90

95

98

98

50

9
2
4
29
3ア

56
6
／

5
／

46

16

7
40

8／，

95
9
／

％

99

98

L％

4

4
2

M％

7

2
2’

8
8
’／

3
2
3
4
／

1
／

3

D％

2
1
2

Rumi

1y％

5
1
50

43

36

45

27

19
／6

47

55

54

49

25

4
46

65

60

6ア

65

6ア

St％

16
／6

／8

24

2
P
51
／

ア

18

14

33

45
－42

55

23

14
／0

65

42

40

15
／
1

18

、ん
N．

C．

12
／／．

／
／

1
／

／2

／
／

9
7
8
．9

／2

1
11
／

12
／
1

／0

1
1
／4

12

／3

／4

／5

／2

／3

2nd　　　　　　　Period

Time

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
／
1

12

13

14

15

／6

／7

18
／9

20

21

22

23

24

G％

5
6
24

5

2
90

98
9／・

92
ア3

48

4
1
35

46
ア8

86

80

2ア

6
2
5
8
6

Rest

1y％

87

82

65

82

87

83

3

2
8
33
3／

23

2
7
／

38

76

82
9
／

80
8
／

St％

8
12

1
1
13

13

／5

6
1
7
ア

10

20

22

25

28

8
5
18

34

17

16

4
1
1
／3

Rest
Tota1
　　％

95

94

76

95

100

98

　9

　1

　7

　7

／2

28

55

56

5
1
／0

／2

19

72

93

98
亨
5

91

94

L％

／

1
／

3
2

lM％

2
／

15

20

／

7

4

D％

4
2
1
2
5

Rumi

1y％

64

59

74

38

44
4ア

／

ア

ア、

2ア

5
1
43

／8

73

67

62

57

58

49

St％

6
／

8・

70

67

70

31

5

9
／3

25

58

25
／3

ア

42

79
6ア

39

2
30

89

A‘

N‘

C．

／4

12

／4

12

1ろ

14

10

9
9
7
9
／2

／5

／6

／2

9
9
13

／2

13

14

／2・

／2

／3

ために特に牛の行動が乱されるようなことはなかつた。

但し，一時反拐を申止するものなどは若干認められた。

参考のた．め，調査期間申の気温の変化を；現地から／000

血～2000m程離れたところにある（標高差／00m～／50血）

本学附属三瓶裏場の観測記録により示すと，第う表のよ

．うである。

　　　　　　　w　調査結果及ぴ考察

　前述のように，調査は春秋両放牧期とも前後の2期に

分けて行なつたのであるが，I論をす㌧めるに当つて，便

宜上，これらを，I期（春放牧前期），皿期（春放牧後期），

皿期（秋放牧前期），1V期（秋放牧後期）と仮称して用い

ることにする。

　I～1V期に示した各行動形の割合（各行動形を示した頭

数をその時の全観察頭数で除したもの，．以後率とよぶ）

を，一時間毎に期別の全群平均で示せば第4，5表のよう

であり，I，皿期拉びに皿，W期各2期宛の全群平均で示せ

ば第6表のようである。

　以上の表にもとづき，各行動形の観察時間及び調査時

期による変化の状態を，■それが占めた割合の多かつたも

のから述べてみる。

1　Graz1ng　formにっいて。

　放牧牛の行動申，最も多く認められたのは，Grazmg

fOrmとResting　formとであつたが，そのうち，前者

の示した変化の状態を，．調査期別に述べると，次の通り

である。

　（1）I期と巫期の採食率（Graza1ng　Rate以下GRと

記す）比較。両期のG．Rの変化は第4表に示された通り

で，これを図示すれぱ第2図のようである。．

　第2図によると，I期と皿期のG．Rを示すカーブには，多

少のずれはあるが，その高低を示す時間の間には，共通

したものが認められる。即ち，高いG正を示すのは，両

期とも6時㌧88～92％）と18時～／9時（74～83％）で，低

いのは，2時～4時（4～8％），22時～23時（5～ア％）であ

つた。昼間（6時～／9時）と夜間（20時～5時）のG．Rを

比較してみると，I期では，昼問平均49．ア％，夜間平均

1／％，皿期では，それぞれ50．7％，／2，4拓で，塵かに皿期
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のαRが昼夜と．も高くなつている。一昼夜平均でも，I

期3／．4％，皿期36．3％で，皿期の割合が高い。

　（ii）．皿期とW期のG．R比較。両期のG．Rは第5表に示

された通りで，これを図示すれば第3図のようである。

　第3図によれば，皿，W期の一昼夜間におけるG．R変化

の様相も，I，皿期のそれと大体同様な傾向を示している。

高いG．Rを示すのは，両期とも7時～9時（9／～93％）と

16時～／7時（82～84％）で，低いのは，4時～5時（2～3

％）と20時～22時（3～4％）であつた。昼間（ア時～18時）

と夜間（19時～6時）のGRを比較してみると，皿期では

昼間平均63．2％，夜間平均6．5％，W期では，それぞれ

71．5％，8％で，L皿期の場合と全様に，いずれも後期の

割合が高くなつてい孔一昼夜平均では，孤期34・9％，W

期35．7％で，これも後期の割合が若干高い。

　（iii）．春（I一皿期），秋（皿一W期）両放牧期のG．R比

較。両放牧期に示したG．Rの変化を，第6表にもとずいて

〃　．へ

　o

　　　　2　　争　　虜　　夢　　〃　　！ユ　・！多　　／6　！8　20．2ユ　2華

　　　　　　　Ti卯e　of　Observation

F1gure4　Compar1son　of　grazmg　rate　between
　　　　　Spr1ng　and　autumn

図示すれば，第4図のようである。

　第4図によれば，G．Rの最高は，秋期が春期より高く，

最低は，秋期が春期より低くなつており，全体的にみて，

カーブの巾が春期に比し秋期は狭くなつている。αRの

高い朝夕のそれを比較してみると，いずれも，秋期の方

が絢2％高い。昼間の平均G．Rでは，この差が吏に大き

く，秋期が春期より約／ア％も高い率を示しており，一昼

夜間の平均G．Rも秋期が約2％程高くなつている。夜間の

平均GRのみ，春期が秋期より約5％高い。

　春秋両放牧期を通じて行なつた計4回の採食状態観察

I結果め大要は以上のようであつた。即ち，前，後期の比

較において，春秋両期の時間によるG．Rの変化状態は類

似していたが，数値のうえでは，昼夜問とも，後期めαR

が前期に比べて若干高かつた。春秋両期を通じての比較

では，昼間における採食時間の長短及び早Rの高低に差

が認められ，前者では秋期＜春期，後者では秋期＞春期

といつた関係が認められた。春秋とも，高いGRが朝，

夕2回認められたが，いずれの場合も，朝＞夕であつた。

夜間の採食は，全期を通じて認められた。

　従来，採食時間の長短については，多くの調査結果が
　　　　　　　　　　　　　（6）　　　　　　㈲
報告されている。HANCOCKやWAITE等は，昼間の

長さと日申の採食時間との間には密接な関係があり，日

照時間の最も長い2ケ月問には，夜間の採食は殆んど認め

られないが，日照時間の短い日には，採食時間の大きな

部分を夜問が占めていると報告している。このことは，

日照時間の短緒によつて生ずる採食量の不足を，夜間採

食によつて補なつていることを示すものであろう。われ

われの調査によれば，日照時間め短い秋期にわける夜間

G．Rは，日照時間の長い春期のそれに比べて低かつた。

このことは，上記の報告と必ずしも一致していないが，

朝，タ及び昼間のGRが，秋期の方が春期より高いことか
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Tab1e　，6． Summarコzed　F1gures　of　catt16s　behav1or1n　spr1ng　and　Autumn（Percentages

Were　giVen　in　ayerage）

Spring

Time

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

1
1
／2

／3

／4

／5

16

17
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／9

20

2
1
22
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24

G％
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　9

　6

　3

48

90
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35

24
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2プ

，46
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ア8

80

39

13

　8

4
／0
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1y％

ア4
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29

1
3
17’

35

48

34

30
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28
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／5

6
2
／4
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74

ト・・
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7
7
／6

5
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34

2ア・

28

20
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24
／8

／2

12

8
3
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／8

1
1
／6

Rest
Tota1
　　％

88
9
／

94

9ア

45

6
20

56

69

75
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5
／
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52

43
2ア

／8

／0
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83．
9
／
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L％ 皿％ D％

2
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1y％
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54
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4
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4
／
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14

2
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5
9
ア
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3ア

28
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3
2ア

43
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／6
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／6

17

／4
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－34
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1ア

／5

／5
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／
4

／3

／3

12
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／4

／5
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T1me

　1

2
3
4
5
6
・ア

8
9
／0

1
1
／2

／3

／4

／5

16

／7

／8

19
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G％

6
7
／5

3
1
16

－g0
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9
1
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59
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39
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77

88

69

20

4
4
3
5
4
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6
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／
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1
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1
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／

／
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／
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13
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／
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／4

■／2

／3

／4

14

／2
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ら，口照時間の短縮によつて生ずる採食量の不足は，或

程度，日申の激しい採食によつて補なわれているものと

考えられる。もつとも，この点に関しては，春秋による

草生状態の差異も関連して考えられねぱならないが，こ

の点につい下は・次期の調査に倹ちたい・、このほか・夜

間の採食時間には，天侯，温度などが大きく影響すると
　　　　　　　　　　　　　（7）
いわれている。即ち，HANCOCKによれば，放牧牛が多

少とも夜間採食するgは，日申の温度が余り高すぎて不

快を覚える結果，採食量に不足を来した時だけであると
　　　　（9）
云い，HEINはSteerを用いて採食時間を調査した結果，

夜間採食が認められるのは，日没後の薄明時か，月光の

ある夜のみであると報告している。本調査でみられた春

秋2期による夜間GRの差異を，上記の諾点から考えて

みると，最高気温の平均は，春期25．8oC，秋期1ア．8．Cで

あつた。春期にわけろこの程産の温度が，族食量に不足

を来す程，午にとつて不快であつたかどうかは疑問であ

るが，全く無関係であつたとも云いきれないであろう。

　　　　　　　㈹
この他，KENNEDγは，／日のうち8時間が採食に費され，

昼間と夜間の採食時間は大体同じであつたと報告してお
　　　　　　（4〕
り，ATKEs0N等は，夜間の牛の採食時間は2．ア時間で
　　　　　　　　　⑫）　　　　　　　　　　、　（8）
あつたと云い，SEATH等は47時問，HARKER等は，

夜間は殆んど採食しなかつたと報告している。このよう

に，夜間の採食状態については，諸種の観察が行なわれ

ているが，その間に多くの差異が認められることは，そ

れだけ，夜間採食に関与する条件の多いことを示してい

るとも考えられる。叉，夜間に限らず，昼間の採食にづ

いても，檀生，地形、気象条件等種々の環境要因の関与

が考えられる、ので，これらの点については，今後更に検

討を加えたい。朝夕の採食率が高いことは諸家の研究に

一致している。

2．Restig　formについ．て。

　（1）Rest1ng　fOrmの　般的変化。春秋両放牧期の

Resting　formの変化を，第4表～第6表にもとずき図示

すれば，第5図～第ア図のようである。
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　前述の通り，放牧牛の行動申，Grazing　fomととも

に多く認められたのはRestigformで，このことは，放

牧申の牛は，採食時以外は，概ね休息していることを示

すものである。即ち，図に示されているように，休息率

　（Rest王9Rate以下RRと記す）の変化を示す曲線は，

αRのそれと全ぐ逆比例的な様椙を示している。換言す一

れば，最高のG．Rを示している時には，R．Rは最低であ

り，GRが最低の時は，R．Rは最高であつたということ

になる。例えぱ，春放牧期を通じての平均R．Rをみると，

GRが最高の90％を示している／6時には，R．Rは最低の6

’％であり，G．Rが最低の3％を示している4時では，R．R

は最高の97％を示している。秋放牧期でも同様で，αR

が最高の95％を示す8時にはR．Rは最低の／％であり，GR

が最低の1％を示す5時には，R．Rは最高の99％を示して

いる。以上の関係は，時間の推移に伴うR．Rの変化にも

全様に認められる。

　（11）　Rest1g　forlmにおける横臥率（横臥頭数を休息

頭数で除したもの，Lying　Rate，以下L．Rと記す）と

仔立率（仔立頭数を休息頭数で除したもの，Standmg

Rate以下S　Rと記す）の比較。Rest1ng　fOrlmの申に，

横臥（Lymg）と仔立（Stand1ng）の2型が認められた

ので，時間の推移に伴う両型の変化について述べる。1昼

夜を通じての平均でみると，春期では，L．R40％，S．R／9

％で，両者の比率は凡そ2．／：1，秋顛においては，前者

44％，後者／4％で，その比率は凡そ3，／：／となり，郡期

におけるL・Rが春期に比べて明らかに大きくなつてい

る。夜間における両型の比率は，春期において3．8：／，秋

期にわいては5．3：1と更に大きな差異を示している。夜間

にL．Rが増加していること，拉びに，秋期にそれが更に

増加しているこξは，気温低下によるエネルギー消費を

防ぐためg本能的行動と考え・られる。L．Rの最高は，春

期において1‡4時の90％，秋期においては，22時の9／％で

あり，S．Rでは，春期の最高が8時と20時の39％，秋期

のそれが／9時の46％である。このように，S．Rの最高を

示す時間が，α早の高い時間に近接していること壮興味

深い。休息申にぱ，当然，睡眠も含まれているわけであ

るが，観察申，真に睡眠申と思われものは僅少であつた。

叉，昼間の休息は，姫逃池附近でとられることが多く（春

期は特にこの煩向が強かつた），夜間のそれには，必ずし

も一定の傾向が認められなかつた。

3．その他の行動について。

　（i）．Loafing　formについて。Loafing　formには，

継続的なものは認められず，頗る不安定なものであつた

ため・この状態の変化に，一定の傾向を求めることは無

理であるが，この状態が認められたのは，・主として昼間

で，くの申でも，朝の最高αRを示している時間の直前
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に多い。次いで多いのは，正午前後と日没前後で，これ

らはいずれも午削午後の採食活動が一段落し，次の行動

に移るまでの問の時刻に相当している。これら以外の時

刻にも，全く認められないことはなかつたが，これは，

群申に発情牛が存在していた場合とか，グループ以外か

らの．らん入者があつた場合のように，不自然に惹起され

たことが多いようである。

　（ii）．Migrating　fOrmについて。移動が認められた

のは，飲水のためか，或いは，一定の休息場処に向う時か，

採食場処を変更する時か，これら3者の中の何れかである

場合が主であつた。飲水のた申の移動と，一定の休息場

処えの移動とは，平行して行なわれることが多く（姫逃

池は飲水地であるとともに，その周辺は休息場処にもな

つていたため），春期では7時～／2時，秋期では9時～12

時にかけて，主としてこの種の移動が認められた。採食

場処変更のための移動は，朝夕のGRの高い時間を申心

に多く認められた。表申，移動を示す％が少ないのは，

行動自体が継続的でないために生じた観察洩れと，採食

と平行して行なわれる移動は，記載上，全て採食の項に、

入れたことによるものであろうと思われる。

　（m）Dmk1ng　fomについて。飲水の割合は，表に

示されているように，いずれの場合も極めて少ない。こ

れは，行動としての飲水が，今回のような観察方法では，

適確につかめなかつたことによるもので，飲水行動自体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
が少なかつたためではないと考えられる。先に発表した

ように，個体の追跡による行動調査で，6例申全部が8時

～9時の間に飲水を行なつたのを観察していることによ

つてもこのことは推察される。この時の調査結果による

と，飲水行動は，天候に大きく支配されるようで，例え

ば，雨天の場合は，殆んど飲水するものが認められず，

夏期晴天の場合は，’／個体で，1日に2～3回飲水するもの

も認められた。放牧牛の，24時間当り飲水回数について

は，種々の報告がみられるが，一括表示すると，第ア表の
　　　　　　　　　（5）　　　　　　　　（7）

ようである。CASTLEやHANcOcK等は，牧野草申の
乾物量の増加や高温は，飲水回数を増加させると報缶し

Tab1e　ア．　　Number　of　drmks

Average 
Ref erence number of Range 

drinks 

Wardrop 2.0 1 -5 

Castle and Halley 5.8 2.8 4.8 
Johnstone-Wallace and 

Kennedy 
1 .o ol 

Hancock 5.7 0.7 7.0 

Waite, MacDonald and 
Holmes 

0-2 . 7 
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ており，叉，この変異には，’遺伝的個体差があるという
　　（7）
研究者もいる。

　（1▽）Rumnatmg　fomについて。休息時に行なわ

れる反拐の有無について，LymgとStand1ngの両型に

分けて調査した結果は，第4表～第6表の通りである。第

6表にもとずき，春秋両期における両型の平均％を，昼夜

間別に示せば，第8表の通りである。

　Tab1e　8　Ly1ng　and　stand1ng　rate　m　the

　　　　　　　Rummatmg　form．（％）

Ly．

St．

Spring

Day

28，2

23．8

Night

55，5

24．6

Autumn

Day

／ア．5

／9．4

Night

54．5

3ア．3

　上表によれば，両型め示す反拐割合は，春秋両期とも

昼間より碑間が大きい。見Rから考牟て，皮錫が，昼間よ

り夜間に多く行なわれることは，’当然と考えられる。そ

の増加割合は，春期に比べ，秋期が明らかに大きい。こ

のことは，春期に比べ，秋期では，昼間のtRが低いこ

と，即ち，昼間のαRが，秋期あ万が高いことを示して

いるもので，前述の，G．R及びR．Rの春秋両期における

変化の状態に一致していると考えてよかろう。次に，春

期に調査した一反蜀時当り再阻曙回数（Remast1cat10n

Rate，以下ReRと記す）と反拐間隔（Rummat1on

Interva1，以下RIと記す）を，横臥，仔立の両型別に

示すと第9表の通りである。なお，調査頭数は，昼間2ア

頭，夜間21頭である。

　Tab1e　9．　Remastication　rate　and

　　　　　Rum工nat1on　mterva1m　the　sprmg

Ly．

St．

Day

Re．R

45，0

47．0

R．I（sec）

43．4

4ア．6

Night

lRe．1R

50．8

4ア．4

R．I（SeC）

49，5

49．3

　上表によれば，Re．尽は，両型とも夜間＞昼間で，RJ

も全様の傾向を示している。Re　Rが大であれば，RIも

大になることは，当然考えられることである。Re　Rが夜

間に増加することは，温度の低下が原因しているのでは

ないかと思われる。温度の低下によつて，或程度Re．R
　　　　　　　　　　　　（11）
が増加することは，ROBERT等が，山羊について確かめ

てやり，その理由は，温度低下による体内エネルギーの

消粍を，防止するためであると云つている。

　　　　　　　　’V　要　　　　約

　放牧地での家畜の習性を明らかにするために，三瓶山
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北の原放牧場における春秋両放牧期を通じて，計4回にわ

たり，放牧和牛の行動を調査した。行動形を，Gra・ing，

Rest1ng，Loaf1ng，Mユgratmg，Drユnk1ng，の5形に分

類し，6月，7月，10月，／／月のいずれも初旬に，3昼夜連

続して観察を行なつた。観察は，11月後期の夜間を除け

ば，いずれも20分間隔で行なつたが，集計の際は，一／時間

々隔になわし，数値は；全て各形の示す％で表わした。

調査結果の概要は，次の通りである。

（1）採食率の日周変化については，各調査期の間に大差

が認められず，探食率が高いのは，6時～9時（88％～93

％），／6時～／9時（ア4％～84％），低いのは，2時～5時（2

％～8％），20時～23時（3％～ア％）であつた。

（2）昼間の採食率は，秋放牧期が春放牧期より約／ア％高

く，夜間では，反対に，春放牧期が秋放牧期より約5％

高かつた。

（3）1春秋両放牧期における前，後期の採食率を比較する

と，いずれも後期の方が前期よ’り高かつた。

（4）休息率の各調査期における変化は，採食率のそれと

全．く逆比例の傾向を示していた。

（5）休息時の横臥率と仔立率の高低を比較すると，春秋

屑放牧期とも，横臥率の方が高く，特に，夜間において，

この傾向が大きかつた。

（6）術復状態の変化には，必ずしも一定の煩向は認めら

れなかつたが，早朝，正午前後，日没前後というように，

採食活動前後にこの状態の認められることが多かつた。

（7）移動及び飲水状態g変化も記載例が少なく一定の傾

向が認められなかつた。

（8）反鏑の行なわれる割合は，昼間より夜間の方が大き

かつた。

（9）春放牧期の調査結果によると，再咀曙回数，反蜀間。

隔のいずれも，夜間の方が昼間より大きかつた。

（1）

（2）

（3）

※
（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

※
（9）

※
（1Φ

（11）

※
（1勃

（1笥
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s唖蜘醐ry

　In　order　to　c1arify　the　habits　of　doエnes－

t1c　an1ma1s　put　to　pasture，we　observ・ed－the

behav’10rs　of　japanese　b1ack　breed　of　catt1e

1n　the　pasture　of　K1tanohara　at　the　foot　of

Mt．Sanbe　tw1ce1n　the　spr1ng　pasturmg

（th・fi・・t・・31M・y－3．J・。。，。。dth．

second　on　4丁7Ju1y）and　twice　in　the

autumn　pasturmg（the　f1rst　on8－110c－

tober，and　the　Second　on4－7Ng▽elmber），

1958．

　The　beha▽10rs　of　the　catt1es　were　c1ass．

1f1ed1nto　f1▽e　types，　1．e．9raz1ng，rest1ng

（1nC1ud1ng　rum1皿at1On），IOaf1ng，　rα1grat1ng

and　dr1nk1ng．Accord1ng　to　th1s　c1ass1f1ca－

t1on　observat1ons　were　made　at　twenty皿1r

ntes・inter▽a1阜during　a11the　in▽estig6tiOn凱

Tlhe　d．ata　for　each　d．ay　were　rearranged

and　converted　1nto　va1ues　per　1－hour1n

order　to　simp1ify　th6ca1cu1ation．The　figu－1

res　used1n　the　ca1cu1at1on　shows　the　peト

centage　of　a11an1ma1s1n　a　group　graz1ng，

rest1ng，1oaf1ng，m1grat1ng　or　dr1nk1ng．
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From the data obtained, the following 

conclusions seem to be justiLied;, 

(1) There was no great variation of the 

graz;ing rate in all the investigation period; 

grazing activity was high at about 6: OO 9 

.OO a. m. (887(oo/ 93.0.'~'/) and at 4 : OO 7: OO 

p. m. (74~: 84/100/), and low at 2:OO 5:OO 

a. m. (2~~ 80l~), at 8:OO 11 : OO p. m. 

(3~ 77ioo~r). 

(2) The grazing rate in the daytime was 

about 17~~ higher in antumn than in 

spring and the graz:ing rate at night was 

about 5 ~~ higher in spring than in autu-

mn 
(3) The grazing rate was higher in the 

second observation of both seasons than in 

the first. 

(4) The variation curve of the resting rate < 

' in all observation periods showed the inve-

rse proportion to that of the grazing rate. 

(5) ,The lying rate in the resting was higher 

than the standing rate in both seasons, this 

tendency being especialy remarkable in the 

nighttime. 

(6) There was no definte tendency in the 

loafing behavior,but before and after the 

grazing time (early in the morning, about 

at noon or arround the sunset time) this 

behavior was often observed. 

(7) A definite tendency could not be re-

cognized in the migrating and drinking be-

havior for want of the records obtained 

(8) The ruminating rate was higher in the 

nighttime than in the daytime. 

(9) According to the observation in spri-

ng, the remastication rate was greater and 

the ruminating inteival longer in the nig-

httime than in the daytime. 




